
	 
	 

 

１１月 8 日(金)は『いい歯の日』 「歯磨きに関する調査」 
 

歯磨き後、味覚が変わったと感じる人が約 65％ 
 

合成界面活性剤で、味を感じる器官“味蕾(みらい)”が損傷を受けています 
 

シャボン玉石けん株式会社（福岡県北九州市/代表取締役社長：森田隼人）は、口腔ケアに対して注目が高ま

る「いい歯の日(11 月 8 日)」に合わせて、20 代から 60 代の女性を対象にして「歯磨きに関する調査」を行いました。

（WEB 調査、調査期間：2013 年 10 月 30 日～11 月 2 日、サンプル数：600 人） 

 

調査の結果、歯磨き後にみかんを食べたり、お茶を飲んだりして、味覚が変わったと感じることがある人は、

「いつも感じる」「よく感じる」と回答した人を合わせると 65％を超えました。これは、歯磨き粉に含まれる合

成界面活性剤の成分によって、味を感じる器官である味蕾(みらい)に損傷を受けていることが原因です。この原

因を知らない人が 84％に上るという結果から、ほとんどの人が味蕾(みらい)に損傷を受けながらも、そのまま歯

磨き粉を使い続けていることが分かりました。 
 

他にも、歯磨き粉の発泡剤として、合成界面活性剤が使われていることを知らない人が半数以上を占め

ることや、歯磨き粉の成分を「ほとんど確認しない」「確認したことがない」と 60％以上の人が答えているこ

とからも、毎日口に入れるものにも関わらず、歯磨き粉の成分に対する関心の低さが分かります。 
 

当社製品の「シャボン玉せっけんハミガキ」は、発泡剤に合成界面活性剤を使わず、無添加石けんを使用して

いるため、味蕾(みらい)を傷つけず、歯磨き後でも味覚が変わりません。また、ほどよい泡立ちのため、しっかりと

ブラッシングを行うことができます。 
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味覚が変わったと感じている人が、約６５％ 味覚が変わる原因を知らない人が、８４％ 

歯磨き粉に合成界面活性剤が入っていることを 

知らない人が、半数以上 
歯磨き粉の成分を確認しない人が、６０％以上 

（N=600 人） （N=600 人） 

（N=600 人） （N=600 人） 

 



 

 

 

【せっけんハミガキの商品特長】 
 

１． 合成界面活性剤、着色料、防腐剤不使用で成分にこだわったペーストタイプの 

歯磨き粉です。 
 

２． 発泡剤として無添加石けんを使用することで、お口に優しく、使用後に味覚が 

変化しません。また、ブラッシング時にほどよい泡立ちになり、泡にごまかされず 

丁寧に磨くことをサポートします。 
   
３． 天然のペパーミントを使用し、マイルドなミントの味です。 

○商品名  ： せっけんハミガキ 

○容 量   ： 140ｇ 

○成 分   ： 炭酸 Ca[研磨剤]、水、ソルビトール[湿潤剤]、シリカ[研磨剤]、 

石ケン素地[発泡剤]、ベントナイト、セルロースガム[粘結剤]、 

香料（ペパーミント） 

○販売地域 ： 全国（ドラッグストア、スーパー、ホームセンター、通信販売など） 

○価 格   ： 399 円（税込） 

 【報道関係者からの問い合わせ先】 

【消費者からの問い合わせ先】 
 

シャボン玉石けん株式会社  TEL： 0120-4800-95 

（平日 8：00～19：00、土曜 8：30～17：30、日曜・祝日は休業） 

www.shabon.com 

シャボン玉石けん東京広報事務局  担当： 井上、北川 

TEL： 03-3263-5638  FAX： 03-3263-5623 

E-mail： shabon@prk.co.jp 

【その他の調査結果】 

※調査結果データが必要な方は、シャボン玉石けん東京広報事務局までご連絡ください 


